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「令和２年度以降の幌延深地層研究計画（案）」について（回答） 

令和元年８月２日付け令 01 原機（幌）037 及び令和元年１２月６日付け令 01 原機（幌）060 によ

り協議申し入れのあった「令和２年度以降の幌延深地層研究計画（案）」については、受け入れる

こととします。 

合わせて、研究計画の推進に当たって、次の事項を実施すること。 

 

記 

 

・ 今後とも「三者協定」に則り研究に当たること 

 

・ ９年間の研究期間を通じて必要な成果を得て研究を終了できるよう取り組むこと 

 

 ・ 研究の実施主体として責任をもって計画に即して研究を進めること 

 

・ 安全管理に関する情報や埋め戻しの考え方など、道民の皆様の不安や懸念の解消につながる

情報について、あらゆる機会を通じ、分かりやすくかつ丁寧に提供すること 

 

 ・ 研究の実施状況を分かりやすく説明できるよう、今後の研究の工程表を整理し公表すること 

 

 ・ 道及び幌延町が三者協定に基づき毎年度開催する確認会議において、年度毎の計画や実績の

みならず、研究に対する評価やその他研究の推進に関することについても報告するととも

に、地域での説明会等で積極的に情報発信すること 
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